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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2023年２月10日に提出いたしました第92期第３四半期（自　2022年10月１日　至　2022年12月31日）四半期報告書

の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

 
第２ 事業の状況

２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2) キャッシュ・フローの状況

 
第４ 経理の状況

１ 四半期連結財務諸表

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 
注記事項

四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

 
（訂正前）

回次
第91期

第３四半期連結
累計期間

第92期
第３四半期連結
累計期間

第91期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (百万円) 54,439 63,880 73,958

経常利益 (百万円) 5,937 8,249 8,282

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 4,338 5,871 6,090

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 4,713 7,302 7,512

純資産額 (百万円) 80,337 87,410 83,136

総資産額 (百万円) 105,558 114,191 109,043

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 91.37 124.13 128.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － - -

自己資本比率 (％) 76.0 76.5 76.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,921 5,027 5,629

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,734 △777 △1,651

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,225 △3,225 △3,274

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 19,798 24,876 23,302
 

 

回次
第91期

第３四半期連結
会計期間

第92期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 31.82 36.84
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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（訂正後）

回次
第91期

第３四半期連結
累計期間

第92期
第３四半期連結
累計期間

第91期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (百万円) 54,439 63,880 73,958

経常利益 (百万円) 5,937 8,249 8,282

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 4,338 5,871 6,090

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 4,713 7,302 7,512

純資産額 (百万円) 80,337 87,410 83,136

総資産額 (百万円) 105,558 114,191 109,043

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 91.37 124.13 128.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － - -

自己資本比率 (％) 76.0 76.5 76.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,921 5,027 5,629

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,253 △572 △2,442

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,225 △3,225 △3,274

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 19,256 24,215 22,435
 

 

回次
第91期

第３四半期連結
会計期間

第92期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 31.82 36.84
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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第２ 事業の状況

２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2) キャッシュ・フローの状況

 
（訂正前）

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は、現金及び現金同等

物の増減額が15億７千４百万円増加したことにより、248億７千６百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、50億２千７百万円となりました。主な増加

は税金等調整前四半期純利益が81億７千８百万円、減価償却費が22億１千４百万円、一方で主な減少は、売上債

権の増減額が10億９千２百万円、棚卸資産の増減額が22億７千万円、法人税等の支払額が28億４千７百万円で

す。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、７億７千７百万円となりました。主な増加

は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入が34億１千８百万円、一方で主な減少は、有価証券及

び投資有価証券の取得による支出が14億４百万円、有形固定資産の取得による支出が26億３千１百万円です。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、32億２千５百万円となりました。主な減少

は、配当金の支払額が30億２千４百万円です。

 
（訂正後）

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は、現金及び現金同等

物の増減額が17億８千万円増加したことにより、242億１千５百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、50億２千７百万円となりました。主な増加

は税金等調整前四半期純利益が81億７千８百万円、減価償却費が22億１千４百万円、一方で主な減少は、売上債

権の増減額が10億９千２百万円、棚卸資産の増減額が22億７千万円、法人税等の支払額が28億４千７百万円で

す。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、５億７千２百万円となりました。主な増加

は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入が34億１千８百万円、一方で主な減少は、有価証券及

び投資有価証券の取得による支出が14億４百万円、有形固定資産の取得による支出が26億３千１百万円です。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、32億２千５百万円となりました。主な減少

は、配当金の支払額が30億２千４百万円です。
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第４ 経理の状況

１ 四半期連結財務諸表

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 
（訂正前）

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 5,922 8,178

 減価償却費 2,087 2,214

 減損損失 - 47

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 0

 賞与引当金の増減額（△は減少） △868 △363

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20 11

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △0 △27

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △18 △219

 受取利息及び受取配当金 △175 △230

 支払利息 44 32

 為替差損益（△は益） △85 △288

 固定資産廃棄損 17 38

 固定資産売却損益（△は益） △3 △5

 投資有価証券売却損益（△は益） - △9

 従業員預り金の増減額（△は減少） 417 476

 売上債権の増減額（△は増加） △612 △1,092

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,754 △2,270

 仕入債務の増減額（△は減少） 859 490

 未収消費税等の増減額（△は増加） △637 639

 未払消費税等の増減額（△は減少） △125 △51

 その他の資産の増減額（△は増加） △202 △454

 その他の負債の増減額（△は減少） 293 539

 小計 5,141 7,654

 利息及び配当金の受取額 208 251

 利息の支払額 △49 △31

 法人税等の支払額 △1,379 △2,847

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,921 5,027

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,203 △1,404

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

2,300 3,418

 有形固定資産の取得による支出 △3,689 △2,631

 有形固定資産の除却による支出 - △29

 有形固定資産の売却による収入 7 6

 無形固定資産の取得による支出 △173 △156

 貸付けによる支出 △1 -

 貸付金の回収による収入 26 27

 資産除去債務の履行による支出 - △7

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,734 △777
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △744 △0

 配当金の支払額 △2,288 △3,024

 リース債務の返済による支出 △192 △200

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,225 △3,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 415 550

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,622 1,574

現金及び現金同等物の期首残高 21,421 23,302

現金及び現金同等物の四半期末残高
※  19,798 ※  24,876
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（訂正後）

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 5,922 8,178

 減価償却費 2,087 2,214

 減損損失 - 47

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 0

 賞与引当金の増減額（△は減少） △868 △363

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20 11

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △0 △27

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △18 △219

 受取利息及び受取配当金 △175 △230

 支払利息 44 32

 為替差損益（△は益） △85 △288

 固定資産廃棄損 17 38

 固定資産売却損益（△は益） △3 △5

 投資有価証券売却損益（△は益） - △9

 従業員預り金の増減額（△は減少） 417 476

 売上債権の増減額（△は増加） △612 △1,092

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,754 △2,270

 仕入債務の増減額（△は減少） 859 490

 未収消費税等の増減額（△は増加） △637 639

 未払消費税等の増減額（△は減少） △125 △51

 その他の資産の増減額（△は増加） △202 △454

 その他の負債の増減額（△は減少） 293 539

 小計 5,141 7,654

 利息及び配当金の受取額 208 251

 利息の支払額 △49 △31

 法人税等の支払額 △1,379 △2,847

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,921 5,027

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △519 △433

 定期預金の払戻による収入 - 638

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △1,203 △1,404

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

2,300 3,418

 有形固定資産の取得による支出 △3,689 △2,631

 有形固定資産の除却による支出 - △29

 有形固定資産の売却による収入 7 6

 無形固定資産の取得による支出 △173 △156

 貸付けによる支出 △1 -

 貸付金の回収による収入 26 27

 資産除去債務の履行による支出 - △7

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,253 △572
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △744 △0

 配当金の支払額 △2,288 △3,024

 リース債務の返済による支出 △192 △200

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,225 △3,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 392 550

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,164 1,780

現金及び現金同等物の期首残高 21,421 22,435

現金及び現金同等物の四半期末残高
※  19,256 ※  24,215
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注記事項

四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係

 
（訂正前）

※　　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

　　　ます。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

現金及び預金 19,798百万円 24,876百万円

現金及び現金同等物 19,798百万円 24,876百万円
 

 
（訂正後）

※　　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

　　　ます。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

現金及び預金 19,798百万円 24,876百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △542 △660 

現金及び現金同等物 19,256百万円 24,215百万円
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